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グラフ分析：全自交労連の「２００５春闘、生活・労働実態調査」によると、規制緩和に

よる供給過剰の一層の深刻化と低運賃競争を反映して平均年収は昨年よりさらに低下し、

３１６万円となる厳しい実態が改めて浮き彫りになっています。社会保障の後退と相まっ

て「老後の生活に不安を感じている」人は９割に達しています。




